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島 田

内･ 客 種 概

発電設備として火力機器の運転監視のため,流量,液面,圧力および温度などの測定用としていわゆ

る工業計器が多く用いられてきている｡最近これらの設備の温度,圧力が上昇の傾向にあり,装置の完

全な運転のために工業計器の要求は増加し,その責務も重要なものとなっている｡

日立製作所においてほこれら設備に用いられる工業計器の全掛こついて製作しており,主機器の開発

にあわせて計器の進歩,改良を因っている｡

筆者は日立工業計器の最近の動向について述べ,保守管理のためにとられている機構,原理などの具

体例について説明し,各器種の開発,進歩について紹介する｡

汽権,汽機などの火力プラソトの計装の例について計画とこれら計器の完全な運転のための保守管理

上注意すべき点について説明する｡

〔Ⅰ〕緒 言

発電設備としての火力発電設備ほ,水力発 設備に比

べて運転の監視のため多程類の計器を要することはいう

までもない｡また最近では汽権,汽機の高能 転のた

め蒸気設備ほ高温,高圧化の傾向にあり,ますます多く

の保安監視用の計器が使用されるようになってきた｡さ

らにまた計器による監視のみならず,日動

を行い設備の効 的な運転と

転,自動制御

転員の労力を滅ずる目的

のために,各種の警報器,調節計が採用されてきている｡

火力機器用目立工業計器についてはすでに紹介したと

ころであるが(1),その後の進歩について以【~F説明する｡

〔ⅠⅠ〕日立工業計器の動向

火プJ設備忙おける工 計器の重要性が増加している折

から,日立製作所ではこれら設備の要求に合致した性育臥

構造を持つ工業計器の

計縛の内容は先に発

作に努力を綻けている｡日立二L

(2)されているので,その詳細に

ついてほ省略L,計器の製作に当って考慮している点を

記せばつぎの通りである｡

(1)保守取扱いの容易化

計器を完全に 転し∴所要の 度,性能を長期にわた

って保つためには,製作に当っての部品工作,組立調整,

検査に細心の注意が重要であることはいうまでもないこ

とである｡工 計器ほ一般の電気機器と異なり,記

積算,警瀾などの動作を行なうために連続的に動く機構

があって,使用者の保守に依 することも大きい｡この

ためには保守点検が容易な構造でなければならない｡

日立製作所においては保守の容易な構 の工業計器と

いう点に特忙考慮を払っているが,第1図～弟3図に示

した計器の構造はその一例で, 導型流量計,落~~F枠式

温度記録計,電子管式平衡計器など一 ものの内部機

*

日立製作所多賀工場

第1図 FLI塾誘導型流量計内部機構
Fig.1.Inside Structure of Type FLI

Induction Type FIow Meters

第2図 TMK型記録熱電温度計の内部機構

Fig.2.Inside Structure of Type TMK

Recording Pyrometers

構ほ扉形忙引き=し得る構造となっている｡したがって

計器ほ掘付けられたまま,内部機構の隅々まで簡単に点

検することができ,注油,清拭,機構の

に行なうことができる｡

(2)防塵への配慮

整などが容易

火力設葡ではその設備の性質上,粉塵に曝され,一方
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第3図 TVK型電子管式記銀計内部構造図

Fig.3.Inside Structure of Type TVk

Electronic Recorders

計器というものほ繊細な機構,部分があって塵挨を極度

に嫌うものである｡したがって計器は塵峡に対して完全

に保護されるよう特別の注意が払われていなければなら

ない｡

計器のパッキングほ塵挨の侵入を完全に防止できるよ

うな材質,構造となっている｡記録計などのカバーを開

関する親度の多いものほ無関心な 閉によってカバー

ケースの上線に沈積した挨が内部を汚すことも多いの

で,この点については構造上特に意を用いている｡

内部についても,たとえば可動線輪型計若芽のメータパ

ート電子管平衡計器の摺動抵抗器などの計器の生命部

ともいうべき部分にほ内部カバーを用いて保護してい

る｡多点記録計の切換スイッチは接触不良を起し測定不

能の原因となることが多いので,これも完全なカバーを

用い,電子管平衡計器に見られるように抽入とすること

もある｡(弟3図参 )これらのカバーはプラスチック

の利用によって内部の点検も容易である｡

(3)計器寸法の統一

各桂機儲の計装の発達によって多瞳煩の計器が用いら

れるようになってきているが,これらの有機的な監視の

第4図 S24型圧力指示計

Fig.4.Type S24Pressure

Indicators

ためにほ計器盤へ

の有効な利用と

別間仁第12号

申して監視することが多い｡計器盤

約上の美観の点,および計器配置の変

換の便宜のためなどから計器寸法の統一ほ望ましいこと

である｡

工業計器にほ大型計器として公称10吋,12吋のダイア

ルチャートまたほストリップチャートの記録計が用いら

れることが多いが,一般にほこの両者の計器寸法は異な

っている｡日立 作所においてほ流量計,液面計,調節

計などに用いられる300¢ダイアルチャートの記 計の

寸法によって,指示計および目盛幅250mmのストリッ

プチャート式電子管平衡計器を製作し,一連の工業計器

が同一寸法となっている｡中型記録計として150mmス

トリップチャートがあるが,計器の横幅を大型計器と同

寸法として盤面の利用率を上げている｡

計器の寸法は最近小型化の傾向にあるが,発電設備用

の工業計器は配属盤へ集中されることが多く,他の電気

計器と同一寸法,体裁であることが必要である｡流量計,

液面計,圧力計などについて小型計器として作製された

ものが S24塾計器〔140Inm角)SR25型計器(140mm

角,広伽SR35型(二110mm角,広角)などである｡(第

4図～弟る図参旧)

(4)動作原型,構造の統一

流量,液面,圧力など一連の計器ほその測定対象の性

質から放出部分ほ異なるが,遠隔測定など行なう場合に

ほ統一された方式とすれば,計器の構造は同じものとな

り,取扱い老の理解を容易にし予備部品の桂 を減らし

得るので保′~J瑠二理の上からも有利である｡またこの統一

すべき原理を検胡乱の能力の許すかぎり構造が簡単で,

取扱いの平易なものとすべきことほいうまでもない｡

舞7図はタービン発電機水素冷却装置への計装図(3)で

あるが,こゝに必要とする計器は圧力,液面,液面差,ガ

ス濃度などで,それぞれ指示計,記録計,調節計,警報

器が必要である｡この遠隔測定方式をすべて誘導型原題

第5図 SR25塾流量計

Fig.5.Type SR25Flow

Indicators

第6図 SR35型液面計

Fig.6.Type SR35Level

Indicators
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第7医Ⅰ水系冷却装置計装【璃

Fig.7.Instrumentation for

Ilydrogen Cooling Plants

に統一一したものを製作し好評を得ている｡

流量計にほ誘導型原上附こよって遠隔測定を行なうもの

と,環状天秤式流量計による直接差圧測定のものとがあ

るが,環状天秤式の構遷は第8図に示したごときもので,

舞1図に対比Lてほとんn司じ構成となっている｡

(5)検定装置の具備

計器の動作,指〃ミの確認を行いたいと

いう要求はしばしばあることで,また一一方このために測

定を中断することは望まLくない｡この相はする条件を

満足するように計器にほ押しボタン,切換ブラヅグによ

ってft′如こ検定できる装置を其えるようにし,計器の瓜

検を谷易にして計測運転の信楯度を高めている｡

〔ⅠⅠⅠ〕エ業計器最近の開発

一般の二L プロセスと同様に火力機器においても測定

対象としては流量,液面,圧力,温度などがあり､分析

計器としては汽絶の煙道ガス分析,復水,随水の塩分

痩などが 要なものである｡これらの計器如こついては前

章に記したごとき点に留意Lて改良,開発を因っている

が,火力機器用のものとしては設斤r旨の高温,高虻化に応

ずるよう開発されつつある｡

(1)流 量 計

流量計は各位工業計器の小でも重要なもので,

高く,保守の容易なものが柴求される｡

度が

指示,記録,積算を必要とし,計器の寸法も大小のも

のが用途によって要求される｡大型指示計としては舞9

図に示した広角指示計がありノJ＼塾計器としては第4図,

弟5図に示したものも作られている｡

第8図

Fig.8.

Type)

FBQ

Type

型 環 状 天 秤 式 流 品 計

FBQ Flow Meters(Ring Balance

FLI-A型流量指示萬算計

Type FLI-AIndicating

Integrating Flow Meter
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Jl用

積算計は機械的積算方式

を採f一日し,その機構ほ第1

図に見られる内部機構の大

部分を占めておるもので,

動作の確実なことを狙って

製作している｡差圧式流量

計の指示ほ流量の日粟に比

例するので,積算の原理ほ

これをカムによって開平し

て限時機構へ移し,流ちtに

比例した接点r~水銀スイッ

チ)の閉路時間となし こ

の接点によって同期電動機

による積算時間計を起動,

停止Lて,流競を積算する

方式である｡

受量計器の開発とともに

高圧流体の測定のため第10

図にホした高圧流ぷ二計発信

器が完成Lた｡本給ほ腰曹

型の誘導塾発信器と同じ構

成のもので,耐旺構造に留

意して製作されており,常

用300kg/cm2まで使用で

きる｡

第10図 FLR-H型流量

計発信器(300kg/cm2

用)
Fig.10.Type FLR-H

TransmitterforFlow

Meters (Operating
Pressure:300kg/cm2)

低圧の燃料ガス,送風量の測定は圧力損失を最小限に

止めることが必要で,沈鐘方式または環状天秤が製作さ

れ,常用流量における圧力損失が水柱10mm以下のも

のが納入されている｡

また流量の積算方式として電気的な

されている｡

(2)液 面 計

続積算計も研究

火力設掛こて水f立の測定監視ほゲージグラスによって

十分その日的が達せられる部分も多いが,高圧に対する

安全性,遠隔測憩警視などの上から,電気的な液面計

を必要とするものも多い｡この川途には差圧式誘導遡液

面計が適している｡

差圧式誘導型液面計は差圧式流_甘討とほとんど同じ構

造で流_遺計と同しように開
,改良されている｡この方

式は測定範岡も広く,本体への配管も簡単であるが,汽

権汽胴のごとき凝統蒸気のある場合以外は基準液面を必

安とするので,装置によっては

浮子塾

用の困難な場合もある｡

面計は直接液面を測定するので取扱いが容易で

■ある｡一方一般の浮子型液面計ほ浮子レバーの支点に容

器への貫通祁があって不利な点がある｡弟11図に示す

導型液面計発信器は上述の差圧式と浮子式の欠点を除い

号(第2集) 別冊第12-け

邪心､
＼r

コイルー
党

~一塁

ハ:ネ

計

液 面

＼

ノ
/

増 子

侶韻簡

タンク

第11図 NLF型 浮子式液面計発信器原理図
Fig･11･PrinclpleofTypeNLFFloat Type

LevelTransmitters

た方式である｡図ホの通り浮二√はバネによって液中に懸

垂されており,液位の変化によって浮力が変化し,浮字

の上部にある鉄心の位置が変化する｡この鉄心の偏位を

誘導型原理によって遠隔測定するもので,差正式と同様

の各種の受量計器が用いられる｡構造,坂扱いも簡単で

基準液面を得ることが閑 な場合によい｡原理上浮子の

大きさほ液面変動範囲以上の長さを要するので測定範囲

は1,000mm程度のものに適している｡

(3〕圧 力 計

火ノ｣憐掛こおいて圧力の測定範囲ほ数mm水柱程度

の炉圧測定から給水,蒸気圧力のように100kg/c皿2 内

外の高圧の 用におよんでいる｡

汽確答点のドラフトの測定にほ環状天秤式ドラフトゲ

ージが川いられるが,汽権運転のためには必須のものと

なっている｡日動燃焼制御装置の汗故によってドラフト

の正接監視の必要は減じているが,運転結果の記録のた

め自記記

示するとと

比

の必要が増しているっ環状天秤iこより直接指

理による発信器を内 し,交流

計によって多点記録を行なう記録計を開発し好評を

-

●
､

集中制御方式の採用によって,圧力を遠力指示する必

要が多くなっている｡高圧の配管を遠方まで設置するこ

とは費用と保安の_l二から好ましいことではなく,また比

較的低い圧力にあってほ取出点と計器の設置点との水頭

差による補正を必要とすることが多い｡これらの欠点は

電気的に遠隔測定を行なうことによって解決されてい
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第12図 Q6型 電 √･管 式 記 録 計

Fig･12.Type Q6Electronic Recorders

る｡弟2図と同一寸法の遠方指示圧力計はブルドン管圧

力計(来夏機器工業製)を発信計とし,セルシソにより

遠隔指示するもので, 桂他 気計器とともに酉己電盤に設

置され,綜合的監視に用いられて好 を得ている｡

(4)温 度 計

火力設備としての混度計の重要性はいうまでもないこ

とである｡測定方式としてほ可動線輪型計器と電子管平

衡計器とがある｡可動線輪型計器は抵抗温度計,パイロ

メータとも日立製作所独=の開発にかゝる内部磁石壁措†

器によるもので,すでにしばしば発 された れた特性

を有している｡最近その工作方法に改良を加えて目盛特

性の均一化に成功し,パイロメータ記鎚計のチャートを

準化することができた｡

電子管平衡計給はその優れた特性によりその応用分野

が広まりつゝあるが,大型計箸詮の他に中 のQ6塑㍍己録

計が完成した｡(弟12図)本器の相計機構は手動巻込式,

気l]動巻込式のゼンマイ時計またほ親時計に

よるパルス式電磁時計によって駆動され,発電設備用と

して好適のもので温度計の他にトルクバランス方式の各

桂電気量の記録計器も作られている｡電子管平 計器は

その強力な回転力によってl自二接接点せ灘牒することがで

きるので調節計としての応川が広くなりつゝある｡

(5)そ の 他

汽権燃焼ガスの分析のために熱伝導型, 焼型の分析

計が用いられ,汽機の復水中の塩分濃度監視のため検塩

計があり,いずれも連続的監視記録に使用されている｡

タービンのスラス‖肯ホ計はスラストメタルの異状磨

耗の警報指示にJl~書いられ好評を博しているが,これと同

じ原理によるロータとケーシングの伸び差計が製作され

ている｡恒1路ほ第13図に示すごとく構成され,検出コイ

ルはケーシングに国定され検H体はロータの一部となつ

ている｡目盛は-5～0～5mmのもので0.1mmの桁

で検出またほ警報を発することができる｡この方式ほ

増幅器,整流器を使用しないので取扱いが容易で信頼度

が高く,タービンの運転に l∴∴､∴リ している｡

!/■検出ユトル

｢一一-ゝ一｢=ヂーーー1
】達鱒

Ⅷ
】｣｣;

ノ■･

｣

第13図 伸 び 差 計 回 路

Fig.13.Circuit Diagram Related

Difference-Meter of Expansion

0の¢

⑦混虜計①7｣く 面
計㊥押込朗曙

⑦流量計 ⑳月ス分析含十

⑦圧m十⑦ドラフトゲージ㊥誘引鰯屈機
第14図 汽 権 の 計 装 例

Fig.14.Example ofInstrumentation

for Boilor

〔ⅠⅤ〕火力プラントの計装

火力プラントの大小に止こじて計器の程度が異なるが,

汽柾,汽機の計

に示し.た｡

の一一例を帯川図,弟15図(う欠頁参照)

r(旋の計装ほ給水,蒸気の流量,圧力,混度,か慨世

力,ガス,空気の温度,ガス濃度などが主なものである｡

これらの中で温度計ほ蒸気,給水関係に属するものと,

空気,ガス関係のものに分けてそれぞれの記録計で記録

することがH盛範閉ならびに監視の上から便利である｡

また最近の高温高圧汽経では蒸気温度ほ5000cを超える

ものが多くなってきているので蒸気関係にはパイロメー

タの利J口が多くなっている｡
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⑦
①
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流

圧
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①検篭訂
栃訂甘

第15図 汽 機 の

Fig.15.Example of

for Turbine

気
価
∵
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蒸
描
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年

計 装 例

Instrumentation

流量計は差旺式流昆計の原理上目盛が自乗目盛となる

ので,目盛 園を最大流量に比べて過大の余裕をとると

常用流量ほ目盛上の低い値を指示する結果となるので目

盛範囲の選定にほ注意を要する｡.給水流量計では上記の

注意とともに給水時の尖頒値があらわれることを考

て30%程度の余裕をつける-_.

水面計ほ 歩した汽陥でほ二L業テレビジョンによって

観測されるようになってきているが,遠隔水位計ほ簡易

な方式で今後も使用が経続されると考えられる｡

汽機の計装ほ容量,構造忙よって異なるが10,000kVA

以上のものの例について説明すれば,弟15図の通りであ

る｡いわゆる工 計器の他に機械的保安計器としてスラ

スト計,伸び差計,振動計が設置され,これらによって

警摘を発するものも多くなっている｡各段の圧力,補助

機器の油圧なども同一一一計器盤に収汚されるのが最近の傾

向の一つである｡

蒸気温度の高温化にともないタービンケーシングの温

度の不均一は運転の危険をともなうので,ケーシングの

温度分布が最近重要視されるようになった｡この目的の

ために感熱部の小さい熱電対が賞用され,大型汽機にあ

っては20点以上の熟電対がケーシングの各点へ埋込まれ

るようになってきている｡
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第16図 回 転 丁 温 度 測 定原 理図

Fig･16･Measuring Princlple Related to

Temperature of Rotor

タービン発電機で敢近新設の大型のものではほとんど

冷却がとり入れられている｡この 整装置または監

視相計器として昏睡の工業計器が用いられるが,計装の

一例は弟7図に示した通りである｡新Lい方式(4)のもの

では純度の保持に掃気によるものが採用され掃気用の流

量計が使用される｡

タービン発電機には短時間の過負荷を受けることが多

く,回転子の温度上昇の監視ほ重要な問題である｡阿転

子温度の連続測定ほ構造上困

は第1る図に示したごとき回転子温

とであるが,これに

測定計器を製作して

いる｡交叉線輪型比率計を用いて,匡11転子電流とその電

圧降ドの比すなわち回転子抵抗を測って回転子温度を指

示するものである｢∴連続的に温度を指示,記蘭し,また

ほ警報を子-fなうことができるので発電機･り過負荷運転時

などに欠くことのできぬものとなっている｡

補機関係の計装としては高圧給水ポンプの過熱肪正装

置として流量調節計が川いられ,ポンプの安全運転に役

立っており,微粉炭ミルの尿量の警章艮計として炭層の空

気抵抗を利用したものに沈鐘式微圧計が使用されて好評

を得ている｡さらに汽権の自動制御(A.B.C.)の一環と

して蒸気温度の制御装置であるアテンペレ一夕にほ落下

枠式または電子管式温度 節計が用いられる｡

〔Ⅴ〕工業計器の保守管≡哩

計器は測定対象と装置との関連を考慮して集中設置せ

ねほ,その機能を十分に発揮することほ望めない｡計器

盤への配置ほたとえば汽権用計器盤にあっては蒸気,給

水,空気,ガスなどのそれぞれに応じて整理され,配置

されることが必要である｡

検出端の設置上の誤りは保守によって補えぬ場合もあ

るので注要を要する｡設置上注意すべきことの二三を述

べればつぎの通りである｡

流量計の差圧発生器の挿入部分は十分な直管部が得ら
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れねば正確な結果を期待できない｡種々な制約のある現

場の条件に遭遇するが,直管部の限界である上流側管径

の10倍,下流例3倍の値は確保すべきである｡また複雑

な配管系統では予期せざる部分に傍路があって,流量計

の指示が全く狂うことがある｡たとえば汽機復水系統で

補給水の注入,循還水量があって入口蒸気または汽権給

水とほなほだしく異なる復水流量計の

計目体の不良とみなされることもあり,

要する｡

示を生じ,流量

筐点ほ検討を

温度計の感熱部の挿入ほ十分な長さとなるように設置

することが必要である｡またガス,空気系統にてほ流速

の大きい締流の生ぜぬ部分に挿入することも必要であ

る｡ 権ガス温度の測定において,滞流を生ずる部分へ

設苦したため20～300cの誤差を勺三ずることもある｡

ガス分析計ほ計器自体としてほ健全であるにもかゝわ

らず測定不能となることがある｡この原因ほガス中のダ

ストによる配管のつまり∴導入管部分の漏軋 吸入装閏

の能力不足などによることが多い｡ダストの除去は特別

の考慮,対策を必要とする場合があるが∴導管中の漏洩

についてほ工事施工に当って注意することによって大部

分ほ除くことができる｡

計器の配管ほ機種によって異なる注意事項のある場合

もあるが,共通する事項としては液体配管の場合ほガス

またほ蒸気の停溜部を除くこと,気体の配管でほドレー

ンによって配管が塞がれることのないようにすること

で,きわめて常 的なことではあるが宍 の場合は忘れ

られやすい｡また配管ほなるべく短くするとともに管径

晶

250t/h水平引込クレーン式揚炭横

250t/h L･L･C･Type Travelling CoalUnloader

尤ほど日立製作所より関西電力株式会社姫路発電所に

納入した250t/b揚 機は10,000t級の本船から機帆船

に至る各種船舶から石炭を陸揚するのを目的とした揚炭

機であるが,未発電所ほその

式と著しく異っている｡

すなわち従

炭設備の

火力発電所といえば

･=:ニ
ニーー

形の来耀カ
.∴

内

→雰;ヲニ誉→バンカー
という形式が最も多く採用されていたが,木発電所では

陸湯機- →貯炭凋→至言羞孟ま曽→管玉ホーぴに採炭

･→直送コンペヤ
→雰:空二誉→バンカ←

はできるかぎり太くすることによって上記の蒸気または

ドレーンによる閉塞を少なくすることができる｡日立流

量計でほ配管々径を兢吋程度のものを標準とし,この種

の事故を絶無とすることができた｡

〔ⅤⅠ〕結

以上火力機器に用いられる日立工

について

計器の動向,開発

明し,各機儲への計装ならびにその注意につ

いて述べた｡

火力機器の発 ほ蒸気圧力,温度が上昇しつゝあり,

さらにまた今後ほガスタービンのごとき従来の火力機器

にては放扱わなかった計装を必要とする時に当ってい

る｡

一方計器そのものの様式も既に外帥こおいて普及しつ

つある小型化,グラフィックパネルの止こ用の憤向が強く

なっている｡

今後これらの主体例の要求に応じ,新しい

開発に努力し,我車1の火力機器の発展と完全

品分野の

転のため

に微力をつくしたいと考えるもので御需要家各位の御指

導を切に願って結びとする｡
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Fig･1.250t/hL.L.C.TypeTravellingCoal
Unloader Installed at Kansai Electric

Power Co.HimejiPower Station
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と陸揚した石炭の貯炭ならびに採炭にはスクレーパ,ブ

ルドーザ㌧を使用し,大形の貯採択クレーンを使用しない

点が大きく臭っている｡

したがって最も重要な役割を果す陸揚機は,選炭設備

全体の機能を十分発揮することができるよう種々考慮が

払ほれている｡

すなわち本機の機内コンベヤほBl,B2 の2条に分割

され,後部B2コンベヤは左右300づつ日動旋回可能で,

広範囲に石炭を落下させるとともに,その先端に取付け

たシュートは伸縮可能で貯炭場高さに応じて任意に 整

し,スクレーパ,ブルドーザがその下を通過するのに便

利である｡またBl,B2 連結部にほ自動サンプラを設け

粉炭中自動的に試料を採取することができる｡

本機によって運搬される経路は

ホッパ→Bl¶l
→B2一→貯炭場

→直送シュート→直送コンペヤ

となり,ホッパ,フィーダを経て,Blコンベヤ上に運ば

れた石炭ほ秤量機で計量されながら先端二叉シュートに

達する｡こゝで自動サンプラで試料を採取しながらB2

コンベヤまたは直送シュートに落【Fさせる｡

本機の操作ほOne man COntrOlを原則とし,巻上,

開閉,引込,旋回,走行の各動作ほ勿論B2コンベヤ自

動旋回まで運転室で一一人の運転手により制御することが

できるが,B2コンベヤ旋回は桁上サンプラ宝で単独操作

もできる｡サンプラの操作はサンプラ室で行い修理のと

き単独運転もできるよう自動,手動の切換スイッチを設

けてある｡なお先端伸縮シュートは貯炭場の状況を絶え

ず監視しながら操作する必要上見透しの利く Bl,B2連

結部のサンプラ き作する｡

本機ほ従来の陸揚機に比較して構 上仁操作上種々の

改良が加えられている戸ミその主なものを

りである｡

げれば次の通

(1)ボックスウインチ式とし,陸揚能力を増すため

巻下速度は巻上速度の120%となるよう設計してある｡

(2)旋回 置は竪形電動機を用いて,ウォームギヤ

一機構をやめ,平歯車の組合せと駆動
匿をコンパクI

なものにするとともに効率をよくした｡

(3)ブームの引込の速度制御を円滑にするためC･F･

制御を採用した｡

(4)旋同範囲ほ左右9げであるが左右いずれの側も

900附近に達すると運転室内の警報ランプが点灯して注

意を喚起する｡それでもなお旋回を行うときほ制限儲閉

器により電動機電源を断つと同時に非常用制動機が作用

して停止する構造である｡

(5) 転手がハッチ内部を十分見透し得るよう運転

紹

室ほ抜差式とし,船上まで突出する構造となっている｡

(6)Bl,B2共ベルトコンベヤ駆動にはギヤードモー

いレを用い,コンパクトにするとともに保守が軽易であ

る｡

(二7JBl,B2連結部に設けた日動サンプラほ揚尿中自

動的かつ統計的に代表的な少量の 料を採取して石炭の

品質を計量するもので,その特徴はつぎの通りである｡

ぐAノ
ー次カッタと二次カッタの移動速度を-一一定と

し,中間移送用のバイブレーティングフィーダの容量

を可変として 坂量を調整した｡

(B)バイブレーティングフィーダほ連続避転と

し,二次カッタほ一次カッタ起動後一定時間後に

するようにした｡

(8)サンプルカンに至るシュート内面にほ政棚引シ

ュートライニソグを使用して石炭の附着を防止した｡

(9)直送シュートはその経路が長いため,シュート

出口にBlコンベヤとインターロックした電動インベラ

を設けて石炭がコンベヤベルトに衝撃的に落下するのを

防止している｡

〔10ノ B2先端シュートの 動ウインチならびにB2コ

ンべヤ旋回の電動ウインチほいずれも減速 置をドラム

内に収めたコンパクトなもので,完全な防水構造となつ

ているから保守はきわめて容易である｡

(二11〕配電盤は防塵構造のサッシュで二重に仕切られ

た室内に取付け,器具に塵挨などが附若しないよう万全

の策をほどこしている｡

なか本機の仕様はつぎの通りである｡

能 力

巻上荷重
グラブバケット

仕

250t/h
8t

5m3

フィーダ

レシプロ百†変型7.5HP
ベルト コソべヤ

Bl,B2共300t仲

ノヾ ル ト

Bl,B2共900×6P

旋回半径

最大28m,最小9m,

常用10m

揚 程

走行軌条面上10m

面下11.736m

径 間 24m

巻上速度

100m/min 200kW

開閉速度

80m/min 75kW

引込速度

80m/皿in 30kW

様

旋回速度

走行速度

走行軌条

1,25rpm 30kW

左右 90■⊃

20m/min 60kW

50kg

ベルト速度

Bl,B2共105m/min

ベルト電動機

Bl,B2共 15kW

B2旋 回

左右301′畠rpm3HP

シュート伸縮速度

2.5m/min 2kW

レールクラ ソプ

手動 4組

運転室抜差

10m/min 3kW

電 源

操作電源

照 明

440V 60へノ

D.C. 110V

llOV 60へノ




